
マイクロフィッシュ

応用システム

近年,マイクロフィルム技術の発達

によって,膨人な量の文書や同而のイ米

存管理,あるいは輸送などが非常に布

端になり,更にCOM(コンピュータア

ウト7むソト マイクロフィルミング)が

開発され,コンビューータ出力の情報を

直接マイクロフィルム化できるように

なって,多方面の利梢が進んでし､る｡

しかし,マイクロ化には管現,更新,

検索などに手間がかかるという問題ノ∴く

が残されてし､た｡

日立製作所は,これらの不便を克服

するために,マイクロフイ､ソシュ自動

検索機を開発し,文書,資料,図面､

写真などのイメージ情報をマイクロフ

ィッシュに収め,これをファイル化し

て短時間に検索,ディスプレイが可能

な有効活用の道を開いた｡

マイクロフィッシュはマイクロフィ

ルムの一形態で,1シートに5×12校

のマイクロフィルムを並べたもので,

取扱し-が容易なため,システム化に適

している｡

そして,このマイクロフィッシュ検

索機とコンピュータが有機的に結合さ

れているため,図面,漢′}二などを含ん

だ大量の情報を｢イメージ情報+プラ

ス｢文字･数字情報+という理想的な

形で蓄積することができ,検索の指ホ

はタイプライタとの会話により,わず

か4秒で目的の情報が自動的にディ ス

プレイされるのである｡

ニのマイクロフィ
ッシュを応用した

情報検索システムを`-HIPACS''と呼ん

でいる｡

図は,日立製作所多賀工場における,

"HIPACS､'システムの導入例である｡

導入の目的は,設計部門の情報管理の

fナ理化である｡

システムは,ナニつのプロ･ソクに分け

られる｡(1)デw-タ加コニ処理,編集シス

テム(2)マイクロフィルム作成システム

(3)ファイルされた情報を活用するシス

テム｡

各ブロックの機能は,次のとおりで

ある｡(1)図面と生産情報をフィッシュ

化する指示を出すとともに,情報のア

ドレスを計算する｡(2)マイクロフィッ

シュを作成する｡(3)端末からの問fナせ

に対し,コンピュータでアドレスを端

末に送信する｡端末では同面及び生産

｡題

情報を表示する｡

"HIPACS''は,コンピュータ出力情

報を取り扱いやすいものにするととも

に,コンビュ【タで‾L白二才安処理すること

が雉しい設計図などの情報を簡単に取

り二扱えるようになることや,取二晩し､可

能な情報量の増加と,検索時間の知縮
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が実現できるなど,数々の特色がある｡

マイクロフィッシュ仙報といえば,

従来,資料の縮尺写真と解釈される場

ナナが多かったが,もっと身近な情報や

デ‾タのすべてに適でナするものであり,

今後"HIPACS''は,広く各方面に発展

することが期待できる｡

端末制御装置

回線制御装置
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システムの概要
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関連情報 マイクロ化

手配指示
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COMによる撮影処理

一千
l二.-

■
H
川
帖
‥

■
別
‖
川
‥

■
■
‖
‖
‥

皿
}
【
】
_
■
■
ロ

･

■
■
8
■
■
■
∵

相
■
H
‖
叩

■
川
柑
川
…




